
凡例
秋田自動車道
（北上JCT～能代南IC）
高速道路・有料区間
高速道路・無料区間（国土交通省）
高速道路事業中（国土交通省）
一般国道

都市間バスが秋田自動車道を利用することで、秋田～仙台間の所要時

間が約1時間15分短縮しました。また、1996年と比べて運行本数
が増加したほか、新規路線開設にも寄与しています。

《利用者の声》

出典：2022年アンケート調査（70代男性）

秋田自動車道の整備により、秋田～東京間
では途中を経由する系統と直行する系統を開
設したことがあり、運行の幅が広まりました。

《バス会社の声》

出典：2022年ヒアリング調査 6

※所要時間は時刻表より整理
出典：高速バス時刻表、バス会社HP

秋田県

新規運行路線：10往復（4路線）
増 便 路 線：6往復⇒16往復 2.7倍増(3路線)
所 要 時 間：約1時間15分短縮（秋田・仙台間）

秋田道開通後は高速バスが増便・所要時間が短縮
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秋田～能代

新規運行：4往復/日
秋田～能代

新規運行：4往復/日

秋田～横手・湯沢

新規運行：4往復/日
秋田～横手・湯沢

新規運行：4往復/日

田沢湖～東京（レイク＆ポート号）

新規運行：1往復/日
田沢湖～東京（レイク＆ポート号）

新規運行：1往復/日

横手～仙台（グリーンライナー号）
増便：2往復/日⇒4往復/日
横手～仙台（グリーンライナー号）
増便：2往復/日⇒4往復/日

■秋田自動車道を利用する都市間バス
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秋田-宮城 秋田-東京（人/日）

出典：全国幹線旅客純流動調査（秋期１日調査）
代表交通機関が幹線バスであるものを集計

※幹線バスとは、都市間バス・高速バスを指す
※通勤・通学とその帰宅を除く旅客流動を対象としており、

主な旅行目的は、出張等の仕事、観光、私用・帰省

《幹線バスによる交流人口》

宮城県

秋田自動車道の開通で、栃木から秋田の
様々な温泉に行くようになりました。高速だと早く
着いて観光地での滞在時間が増えて楽しくなり
ました！
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4時間50分

運行本数が3倍増
3往復 ⇒ 10往復

1時間15分減

秋田～仙台（仙秋号）

秋田～東京TDL
（ドリーム秋田東京）

新規運行：1往復/日

秋田～東京TDL
（ドリーム秋田東京）

新規運行：1往復/日

秋田～東京（フローラ号）
増便：1往復/日⇒2往復/日
秋田～東京（フローラ号）
増便：1往復/日⇒2往復/日
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